
　　
６
月
下
旬
、
日
本
は
梅
雨
の
真
っ
た

だ
中
、
中
央
ア
ジ
ア
の
キ
ル
ギ
ス
に
飛

び
立
っ
た
。
初
め
て
の
土
地
に
行
く
時

は
い
つ
も
、
不
安
と
期
待
が
入
り
混
じ

る
。

　
日
本
を
発
ち
、
ま
ず
は
ト
ル
コ
の
首

都
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
へ
。
今
回
の
経
由

地
だ
。
日
本
か
ら
は
そ
の
ル
ー
ト
が
一

番
効
率
的
な
よ
う
だ
が
、
結
局
、
乗
り

継
ぎ
時
間
を
含
め
て
、
首
都
ビ
シ
ュ
ケ

ク
に
着
く
ま
で
約
１
日
か
か
っ
て
し
ま

っ
た
。

　
し
か
し
旅
の
疲
れ
は
、
雄
大
な
自
然

を
前
に
吹
き
飛
ん
だ
。
季
節
は
こ
れ
か

ら
夏
。
見
上
げ
る
と
澄
み
切
っ
た
青
い

空
、
視
線
を
遠
く
に
移
す
と
、
万
年
雪

を
被
っ
た
天
山
山
脈
が
連
な
っ
て
い

る
。

　
そ
の
一
方
で
、
街
中
に
入
る
と
、
年

季
の
入
っ
た
無
機
質
な
建
物
が
目
に
止

ま
っ
た
。
道
路
も
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
舗

装
さ
れ
て
い
る
が
、
車
で
走
る
と
ガ
タ

ガ
タ
揺
れ
る
。
よ
く
見
る
と
、
所
々
に

穴
が
空
い
て
い
る
。
ど
う
や
ら
、
旧
ソ

ビ
エ
ト
連
邦
時
代
に
造
ら
れ
た
も
の
の

よ
う
だ
っ
た
。

　
キ
ル
ギ
ス
が
旧
ソ
連
か
ら
独
立
を
果

た
し
た
の
は
１
９
９
１
年
。
し
か
し
そ

れ
以
降
、
人
材
、
技
術
不
足
に
悩
ま
さ

れ
て
き
た
。
２
０
１
１
年
か
ら
３
年
間
、

現
地
の
運
輸
通
信
省
で
道
路
行
政
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
務
め
た
中
日
本
高
速
道
路

株
式
会
社
（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
）
の

大
橋
岳
さ
ん
は
、
最
初
に
こ
の
国
の
道

路
や
橋
を
見
た
時
、
か
な
り
状
態
が
悪

い
と
感
じ
た
と
い
う
。「
市
内
は
歩
道

付
き
の
道
路
が
碁
盤
目
状
に
き
ち
ん
と

整
備
さ
れ
て
い
る
の
で
、
旧
ソ
連
時
代

に
、
都
市
計
画
に
沿
っ
て
道
路
網
が
計

画
的
に
整
備
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
問
題
は
、
維
持
管
理
体
制
だ

と
思
い
ま
し
た
」。

　
キ
ル
ギ
ス
の
面
積
は
日
本
の
半
分
。

内
陸
国
の
た
め
、
ヒ
ト
や
モ
ノ
の
移
動

の
９
割
以
上
は
陸
路
に
依
存
し
て
い

る
。
し
か
し
独
立
か
ら
20
年
以
上
が
た

ち
、
か
つ
て
造
ら
れ
た
イ
ン
フ
ラ
は
悲

鳴
を
上
げ
始
め
て
い
た
。

　
大
橋
さ
ん
の
後
任
と
し
て
、
今
年
５

月
か
ら
現
地
で
活
動
す
る
の
は
田
中
拓

也
専
門
家
（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
）。
キ

ル
ギ
ス
国
内
の
イ
ン
フ
ラ
の
状
況
を
調

査
し
、
現
場
の
課
題
と
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
た
上
で
、
具
体
的
な
対
応
策
を
提
案

す
る
の
が
彼
の
仕
事
だ
。

　
こ
の
日
は
田
中
専
門
家
の
調
査
に
同

行
し
て
、
キ
ル
ギ
ス
の
南
北
を
つ
な
ぐ

唯
一
の
国
際
幹
線
道
路「
ビ
シ
ュ
ケ
ク
・

オ
シ
ュ
道
路
」
に
向
か
っ
た
。
日
本
の

協
力
で
整
備
さ
れ
て
い
る
道
路
だ
。
山

道
に
入
る
と
、
急
な
勾
配
と
カ
ー
ブ
が

続
く
。
日
光
の
い
ろ
は
坂
の
比
で
は
な

い
。手
す
り
に
つ
か
ま
っ
て
い
な
い
と
、

バ
ラ
ン
ス
を
取
る
の
が
難
し
い
ほ
ど

だ
。「
冬
に
な
る
と
、
地
吹
雪
※
に
よ

り
こ
の
地
域
だ
け
で
も
毎
年
５
、
６
回

は
通
行
止
め
に
な
り
ま
す
」。
そ
う
課

題
を
話
す
の
は
、
こ
の
地
域
を
管
轄
す

る
運
輸
通
信
省
の
事
務
所
の
ベ
ク
ナ
ザ

ー
ル
・
バ
ザ
ラ
イ
エ
フ
所
長
。「
国
民
の

３
分
の
２
は
経
済
的
に
何
ら
か
の
関
わ

り
が
あ
る
重
要
な
道
路
。
職
員
総
出
で

復
旧
作
業
を
し
ま
す
が
、
除
雪
車
も
人

も
足
り
な
い
の
で
す
」。

　
彼
が
言
う
よ
う
に
、
ビ
シ
ュ
ケ
ク
・
オ

シ
ュ
道
路
の
最
大
の
難
関
は
冬
だ
。
キ

ル
ギ
ス
の
冬
は
寒
く
、
雪
深
い
。
標
高

が
高
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
雪
崩
や
地
吹

雪
が
起
こ
り
や
す
い
が
、
十
分
な
対
策

が
取
ら
れ
て
い
な
い
た
め
に
道
路
が
雪

で
埋
ま
っ
て
し
ま
う
。
雪
崩
防
止
や
風

よ
け
用
の
フ
ェ
ン
ス
は
あ
る
が
、
所
々

壊
れ
た
ま
ま
だ
。

　「
こ
の
フ
ェ
ン
ス
は
い
つ
造
っ
た
の
で

す
か
？
」

　「
す
ぐ
に
出
動
で
き
る
除
雪
車
は
何

台
あ
り
ま
す
か
？
」

　
こ
の
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
担
当

し
て
22
年
、
チ
ー
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
ア

ナ
ル
ベ
ク
・
チ
ョ
ツ
バ
エ
ル
さ
ん
と
現

場
を
回
り
な
が
ら
、
田
中
専
門
家
は
質

問
を
投
げ
掛
け
る
。
こ
の
道
が
封
鎖
さ

れ
る
と
、
南
北
の
物
流
が
完
全
に
ス
ト

ッ
プ
し
て
し
ま
う
。
何
が
何
で
も
〝
道

路
を
通
す
〞
こ
と
が
彼
ら
の
使
命
な
の

だ
。

　「
ま
だ
キ
ル
ギ
ス
で
冬
を
越
し
て
い
な

い
の
で
す
が
、
話
に
聞
く
と
状
況
は
か

な
り
深
刻
で
す
。
私
も
函
館
出
身
で
す

か
ら
、雪
国
の
大
変
さ
は
分
か
り
ま
す
」

と
田
中
専
門
家
。
日
本
で
さ
え
も
雪
へ

の
対
応
は
難
し
く
、
試
行
錯
誤
の
繰
り

返
し
だ
と
い
う
。「
何
事
も
百
聞
は
一

見
に
し
か
ず
。
日
本
人
専
門
家
は
現
場

に
足
を
運
ん
で
見
に
来
て
く
れ
る
の
で

心
強
い
。
一
緒
に
対
策
を
考
え
て
い
き

た
い
」
と
チ
ョ
ツ
バ
エ
ル
さ
ん
は
話
し

た
。

　
標
高
３
０
０
０
メ
ー
ト
ル
を
超
え
た

と
こ
ろ
で
、ト
ン
ネ
ル
が
見
え
て
き
た
。

国
内
で
一
番
標
高
が
高
い
ト
ン
ネ
ル

だ
。
入
り
口
に
は
信
号
が
あ
り
、
数
台

の
車
が
止
ま
っ
て
い
る
。「
昔
の
基
準

で
造
ら
れ
て
い
る
の
で
道
幅
が
狭
く
、

最
近
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク
は
２
台
す
れ
違

う
こ
と
が
で
き
な
い
ん
で
す
」。
国
内
外

で
ト
ン
ネ
ル
の
調
査
に
携
わ
る
復
建
調

査
設
計
株
式
会
社
の
廣
井
和
也
専
門
家

は
そ
う
説
明
し
て
く
れ
た
。
こ
の
ト
ン

ネ
ル
が
造
ら
れ
た
の
は
、
な
ん
と
50
年

も
前
だ
と
い
う
。

　
廣
井
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

て
、
ま
ず
は
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め

に
ト
ン
ネ
ル
内
の
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
一

新
し
、
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
台
数
を
増

や
し
た
。「
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
の
は
、
時

間
も
技
術
も
か
か
る
。
今
あ
る
も
の
を

き
ち
ん
と
維
持
管
理
し
、
問
題
に
対
応

し
て
い
け
ば
長
く
使
い
続
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
」
と
廣
井
専
門
家
は
話
す
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
は
、
定
期
的
な
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
が
必
要
不
可
欠
。
そ
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
伝
え
る
た
め
に
、
株
式
会
社
建

設
技
研
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
溝
田

祐
造
専
門
家
率
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
が
現
地
入
り
し
て
い
る
。
彼
ら
が

タ
ッ
グ
を
組
む
の
は
、
運
輸
通
信
省
の

技
術
者
か
ら
選
ば
れ
た
〝
マ
ス
タ
ー
ト

レ
ー
ナ
ー
〞。
定
期
的
に
各
地
を
回
り

な
が
ら
情
報
収
集
を
し
、
一
つ
一
つ
対

策
を
考
え
、
現
場
に
指
示
を
出
し
て
い

く
。

　
次
の
日
に
は
、
マ
ス
タ
ー
ト
レ
ー
ナ

ー
た
ち
と
ビ
シ
ュ
ケ
ク
近
郊
の
橋
の
視

察
へ
。「
こ
こ
に
ひ
び
が
入
っ
て
い
て

危
な
い
で
す
ね
」。
そ
う
指
摘
す
る
の

は
橋
梁
管
理
を
専
門
と
す
る
北
村
隆
理

専
門
家
（
建
設
技
研
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
）。「
皆
さ
ん
は
こ
れ
を
見
て
、
ど

う
対
処
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
か
？
」。

北
村
専
門
家
が
そ
う
問
い
掛
け
る
と
、

「
修
理
に
は
お
金
が
か
か
る
。
優
先
順

位
は
低
い
」
と
い
う
意
見
が
ほ
と
ん
ど

だ
っ
た
。
確
か
に
、
全
て
の
橋
を
修
理

し
て
い
て
は
予
算
が
足
り
な
い
。「
こ

の
程
度
の
損
傷
に
な
る
と
、
日
本
で
は

確
実
に
修
理
し
ま
す
。
で
も
こ
こ
は
日

本
で
は
な
い
。
必
要
な
技
術
と
情
報
を

共
有
し
た
上
で
、
最
終
的
に
判
断
す
る

の
は
キ
ル
ギ
ス
の
人
た
ち
で
す
」
と
溝

田
専
門
家
。
南
ス
ー
ダ
ン
や
フ
ィ
リ
ピ

ン
な
ど
、
世
界
各
地
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

を
支
援
し
て
き
た
熟
練
の
経
験
か
ら
生

み
出
さ
れ
た
教
訓
だ
。

　
ト
ン
ネ
ル
も
そ
う
、
橋
も
そ
う
。
キ

ル
ギ
ス
で
は
〝
壊
れ
た
ら
直
す
〞。
日

本
の
よ
う
に
〝
前
も
っ
て
〞
の
防
災
の

意
識
は
乏
し
い
。
し
か
し
何
か
あ
っ
て

か
ら
で
は
遅
い
。
日
本
か
ら
来
た
イ
ン

フ
ラ
整
備
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
た
ち
か

ら
そ
れ
を
感
じ
取
り
な
が
ら
、
現
地
の

技
術
者
た
ち
は
今
す
べ
き
こ
と
を
模
索

し
て
い
る
。

　
キ
ル
ギ
ス
国
内
の
道
路
網
は
、
約
３

万
４
０
０
０
キ
ロ
。
約
１
７
０
０
の
橋

が
架
け
ら
れ
、
５
つ
の
ト
ン
ネ
ル
が
通

老
朽
化
し
た
イ
ン
フ
ラ
が

危
な
い

冬
の
雪
に
耐
え
得
る

強
い
道
路
を
造
る

イ
ン
フ
ラ
の

専
門
家
を
育
て
る

日
本
人
専
門
家
と

共
に
歩
む
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開かれた地域へ

っ
て
い
る
。
そ
の
数
字
だ
け
見
て
も
、

こ
れ
ら
全
て
の
安
全
性
を
維
持
し
て
い

く
の
は
、
そ
う
簡
単
で
は
な
い
こ
と
が

分
か
る
。
し
か
し
、
日
本
か
ら
田
中
専

門
家
ら
の
活
動
を
支
え
る
大
橋
さ
ん

は
、「
私
が
い
た
３
年
間
、
何
度
も
議

論
を
重
ね
て
進
め
て
い
た
こ
と
が
、
一

つ
一
つ
形
に
な
っ
て
き
て
い
る
実
感
が

あ
り
ま
す
」
と
話
す
。
そ
の
思
い
を
受

け
継
ぎ
、
奮
闘
を
続
け
て
い
る
田
中
専

門
家
も
「
対
応
す
べ
き
課
題
は
ま
だ
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
政
府
の
人
た
ち

と
共
に
国
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
い
る
こ

と
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
」
と
意
気

込
む
。

　
こ
れ
ま
で
20
年
近
く
、
日
本
と
の
協

力
を
担
当
し
て
き
た
投
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
実
施
局
の
ク
バ
ニ
チ
ベ
ッ
ク
・
マ
マ

エ
フ
局
長
は
、
新
た
な
挑
戦
を
す
る
時

期
だ
と
考
え
て
い
る
。「
何
よ
り
も
、

資
金
確
保
は
最
優
先
課
題
の
一
つ
。
有

料
道
路
の
設
置
な
ど
を
検
討
し
て
い
き

た
い
」
と
意
欲
を
燃
や
し
て
い
る
。「
私

た
ち
と
一
緒
に
悩
み
、
行
動
し
て
く
れ

る
日
本
人
専
門
家
は
頼
も
し
い
。
彼
ら

か
ら
学
び
な
が
ら
、
キ
ル
ギ
ス
で
も
若

手
の
技
術
者
を
育
て
て
い
き
た
い
」。Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
作
っ
た
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
、
土
木

や
建
築
を
学
ぶ
地
元
の
大
学
で
も
活
用

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
そ
ん
な
現
場
の
人
た
ち
の
情
熱
が
、

道
路
を
通
じ
て
、
国
と
人
を
つ
な
い
で

い
く
の
だ
。

キルギス南北をつなぐビシュケク・
オシュ道路。険しい山を切り開い
たため、夏は落石、冬は地吹雪や
雪崩などの被害が深刻だ

羊の群れの通過で大渋滞が起こることもある

標高3,000メートル地点に
あるトンネル。物資を運ぶ大
型トラックの通行が多かった

ビシュケク・オシュ道路で現
場を管理する技術者たちと、
道路状況について確認する
田中専門家（左から3人目）
と溝田専門家（左端）

特集 中央アジア
開かれた地域へ

橋桁の下に入り、破損状況について
確認する北村専門家（右）。「彼ら自身
の維持管理方法を見つけてほしい」

Kyrgyz

from
キルギス

現地調査の後は、そこで得た情報をデータベースに落とし込む。
必要な情報にすぐにアクセスできるシステムづくりを進めている

大橋さんの提案を受けて建設されたアスファルト工場。アスファルトは冷めると工事がで
きなくなる。工場を建てることで、周辺地域での作業をスムーズに行えるようになった

溝田専門家（左奥）、廣井専門家（右）らの指導
の下、インフラ整備の維持管理に必要なマニュ
アルをロシア語と英語で作成した

ビシュケク

日本の協力で2011年に整備されたビシュケク近郊の橋。両国の国旗は友好の証しだ

1996年に初めて日本での研修に参加したママエフ局長。
「インフラをうまく機能させるためには法整備も重要だと学
び、帰国後に取り組みを進めました」

ビシュケク・オシュ道路沿いに暮らす
遊牧民の家族。彼らが暮らすユルタ
と呼ばれるテントは、夏の暑さ、冬の
寒さに強い構造だ

国
と
人
を
つ
な
ぐ
道

中
央
ア
ジ
ア
の
内
陸
国
キ
ル
ギ
ス
。

ヒ
ト
・
モ
ノ
の
移
動
は
陸
路
に
依
存
し
て
い
る
が
、

地
形
や
気
候
条
件
に
阻
ま
れ
、
道
路
事
情
は
良
い
と
は
い
え
な
い
。

そ
の
状
況
を
改
善
す
べ
く
、
日
本
の
技
術
が
結
集
し
た

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
協
力
現
場
を
取
材
し
た
。

写
真
＝
鈴
木
革（
写
真
家
）

オシュ

※地面に降り積もった雪が強風によって空中に吹き上げられる現象。 August 2014                       0809　                   August 2014

August 2014                       1011　                   August 2014



　　
６
月
下
旬
、
日
本
は
梅
雨
の
真
っ
た

だ
中
、
中
央
ア
ジ
ア
の
キ
ル
ギ
ス
に
飛

び
立
っ
た
。
初
め
て
の
土
地
に
行
く
時

は
い
つ
も
、
不
安
と
期
待
が
入
り
混
じ

る
。

　
日
本
を
発
ち
、
ま
ず
は
ト
ル
コ
の
首

都
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
へ
。
今
回
の
経
由

地
だ
。
日
本
か
ら
は
そ
の
ル
ー
ト
が
一

番
効
率
的
な
よ
う
だ
が
、
結
局
、
乗
り

継
ぎ
時
間
を
含
め
て
、
首
都
ビ
シ
ュ
ケ

ク
に
着
く
ま
で
約
１
日
か
か
っ
て
し
ま

っ
た
。

　
し
か
し
旅
の
疲
れ
は
、
雄
大
な
自
然

を
前
に
吹
き
飛
ん
だ
。
季
節
は
こ
れ
か

ら
夏
。
見
上
げ
る
と
澄
み
切
っ
た
青
い

空
、
視
線
を
遠
く
に
移
す
と
、
万
年
雪

を
被
っ
た
天
山
山
脈
が
連
な
っ
て
い

る
。

　
そ
の
一
方
で
、
街
中
に
入
る
と
、
年

季
の
入
っ
た
無
機
質
な
建
物
が
目
に
止

ま
っ
た
。
道
路
も
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
舗

装
さ
れ
て
い
る
が
、
車
で
走
る
と
ガ
タ

ガ
タ
揺
れ
る
。
よ
く
見
る
と
、
所
々
に

穴
が
空
い
て
い
る
。
ど
う
や
ら
、
旧
ソ

ビ
エ
ト
連
邦
時
代
に
造
ら
れ
た
も
の
の

よ
う
だ
っ
た
。

　
キ
ル
ギ
ス
が
旧
ソ
連
か
ら
独
立
を
果

た
し
た
の
は
１
９
９
１
年
。
し
か
し
そ

れ
以
降
、
人
材
、
技
術
不
足
に
悩
ま
さ

れ
て
き
た
。
２
０
１
１
年
か
ら
３
年
間
、

現
地
の
運
輸
通
信
省
で
道
路
行
政
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
務
め
た
中
日
本
高
速
道
路

株
式
会
社
（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
）
の

大
橋
岳
さ
ん
は
、
最
初
に
こ
の
国
の
道

路
や
橋
を
見
た
時
、
か
な
り
状
態
が
悪

い
と
感
じ
た
と
い
う
。「
市
内
は
歩
道

付
き
の
道
路
が
碁
盤
目
状
に
き
ち
ん
と

整
備
さ
れ
て
い
る
の
で
、
旧
ソ
連
時
代

に
、
都
市
計
画
に
沿
っ
て
道
路
網
が
計

画
的
に
整
備
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
問
題
は
、
維
持
管
理
体
制
だ

と
思
い
ま
し
た
」。

　
キ
ル
ギ
ス
の
面
積
は
日
本
の
半
分
。

内
陸
国
の
た
め
、
ヒ
ト
や
モ
ノ
の
移
動

の
９
割
以
上
は
陸
路
に
依
存
し
て
い

る
。
し
か
し
独
立
か
ら
20
年
以
上
が
た

ち
、
か
つ
て
造
ら
れ
た
イ
ン
フ
ラ
は
悲

鳴
を
上
げ
始
め
て
い
た
。

　
大
橋
さ
ん
の
後
任
と
し
て
、
今
年
５

月
か
ら
現
地
で
活
動
す
る
の
は
田
中
拓

也
専
門
家
（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
）。
キ

ル
ギ
ス
国
内
の
イ
ン
フ
ラ
の
状
況
を
調

査
し
、
現
場
の
課
題
と
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
た
上
で
、
具
体
的
な
対
応
策
を
提
案

す
る
の
が
彼
の
仕
事
だ
。

　
こ
の
日
は
田
中
専
門
家
の
調
査
に
同

行
し
て
、
キ
ル
ギ
ス
の
南
北
を
つ
な
ぐ

唯
一
の
国
際
幹
線
道
路「
ビ
シ
ュ
ケ
ク
・

オ
シ
ュ
道
路
」
に
向
か
っ
た
。
日
本
の

協
力
で
整
備
さ
れ
て
い
る
道
路
だ
。
山

道
に
入
る
と
、
急
な
勾
配
と
カ
ー
ブ
が

続
く
。
日
光
の
い
ろ
は
坂
の
比
で
は
な

い
。手
す
り
に
つ
か
ま
っ
て
い
な
い
と
、

バ
ラ
ン
ス
を
取
る
の
が
難
し
い
ほ
ど

だ
。「
冬
に
な
る
と
、
地
吹
雪
※
に
よ

り
こ
の
地
域
だ
け
で
も
毎
年
５
、
６
回

は
通
行
止
め
に
な
り
ま
す
」。
そ
う
課

題
を
話
す
の
は
、
こ
の
地
域
を
管
轄
す

る
運
輸
通
信
省
の
事
務
所
の
ベ
ク
ナ
ザ

ー
ル
・
バ
ザ
ラ
イ
エ
フ
所
長
。「
国
民
の

３
分
の
２
は
経
済
的
に
何
ら
か
の
関
わ

り
が
あ
る
重
要
な
道
路
。
職
員
総
出
で

復
旧
作
業
を
し
ま
す
が
、
除
雪
車
も
人

も
足
り
な
い
の
で
す
」。

　
彼
が
言
う
よ
う
に
、
ビ
シ
ュ
ケ
ク
・
オ

シ
ュ
道
路
の
最
大
の
難
関
は
冬
だ
。
キ

ル
ギ
ス
の
冬
は
寒
く
、
雪
深
い
。
標
高

が
高
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
雪
崩
や
地
吹

雪
が
起
こ
り
や
す
い
が
、
十
分
な
対
策

が
取
ら
れ
て
い
な
い
た
め
に
道
路
が
雪

で
埋
ま
っ
て
し
ま
う
。
雪
崩
防
止
や
風

よ
け
用
の
フ
ェ
ン
ス
は
あ
る
が
、
所
々

壊
れ
た
ま
ま
だ
。

　「
こ
の
フ
ェ
ン
ス
は
い
つ
造
っ
た
の
で

す
か
？
」

　「
す
ぐ
に
出
動
で
き
る
除
雪
車
は
何

台
あ
り
ま
す
か
？
」

　
こ
の
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
担
当

し
て
22
年
、
チ
ー
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
ア

ナ
ル
ベ
ク
・
チ
ョ
ツ
バ
エ
ル
さ
ん
と
現

場
を
回
り
な
が
ら
、
田
中
専
門
家
は
質

問
を
投
げ
掛
け
る
。
こ
の
道
が
封
鎖
さ

れ
る
と
、
南
北
の
物
流
が
完
全
に
ス
ト

ッ
プ
し
て
し
ま
う
。
何
が
何
で
も
〝
道

路
を
通
す
〞
こ
と
が
彼
ら
の
使
命
な
の

だ
。

　「
ま
だ
キ
ル
ギ
ス
で
冬
を
越
し
て
い
な

い
の
で
す
が
、
話
に
聞
く
と
状
況
は
か

な
り
深
刻
で
す
。
私
も
函
館
出
身
で
す

か
ら
、雪
国
の
大
変
さ
は
分
か
り
ま
す
」

と
田
中
専
門
家
。
日
本
で
さ
え
も
雪
へ

の
対
応
は
難
し
く
、
試
行
錯
誤
の
繰
り

返
し
だ
と
い
う
。「
何
事
も
百
聞
は
一

見
に
し
か
ず
。
日
本
人
専
門
家
は
現
場

に
足
を
運
ん
で
見
に
来
て
く
れ
る
の
で

心
強
い
。
一
緒
に
対
策
を
考
え
て
い
き

た
い
」
と
チ
ョ
ツ
バ
エ
ル
さ
ん
は
話
し

た
。

　
標
高
３
０
０
０
メ
ー
ト
ル
を
超
え
た

と
こ
ろ
で
、ト
ン
ネ
ル
が
見
え
て
き
た
。

国
内
で
一
番
標
高
が
高
い
ト
ン
ネ
ル

だ
。
入
り
口
に
は
信
号
が
あ
り
、
数
台

の
車
が
止
ま
っ
て
い
る
。「
昔
の
基
準

で
造
ら
れ
て
い
る
の
で
道
幅
が
狭
く
、

最
近
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク
は
２
台
す
れ
違

う
こ
と
が
で
き
な
い
ん
で
す
」。
国
内
外

で
ト
ン
ネ
ル
の
調
査
に
携
わ
る
復
建
調

査
設
計
株
式
会
社
の
廣
井
和
也
専
門
家

は
そ
う
説
明
し
て
く
れ
た
。
こ
の
ト
ン

ネ
ル
が
造
ら
れ
た
の
は
、
な
ん
と
50
年

も
前
だ
と
い
う
。

　
廣
井
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

て
、
ま
ず
は
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め

に
ト
ン
ネ
ル
内
の
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
一

新
し
、
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
台
数
を
増

や
し
た
。「
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
の
は
、
時

間
も
技
術
も
か
か
る
。
今
あ
る
も
の
を

き
ち
ん
と
維
持
管
理
し
、
問
題
に
対
応

し
て
い
け
ば
長
く
使
い
続
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
」
と
廣
井
専
門
家
は
話
す
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
は
、
定
期
的
な
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
が
必
要
不
可
欠
。
そ
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
伝
え
る
た
め
に
、
株
式
会
社
建

設
技
研
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
溝
田

祐
造
専
門
家
率
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
が
現
地
入
り
し
て
い
る
。
彼
ら
が

タ
ッ
グ
を
組
む
の
は
、
運
輸
通
信
省
の

技
術
者
か
ら
選
ば
れ
た
〝
マ
ス
タ
ー
ト

レ
ー
ナ
ー
〞。
定
期
的
に
各
地
を
回
り

な
が
ら
情
報
収
集
を
し
、
一
つ
一
つ
対

策
を
考
え
、
現
場
に
指
示
を
出
し
て
い

く
。

　
次
の
日
に
は
、
マ
ス
タ
ー
ト
レ
ー
ナ

ー
た
ち
と
ビ
シ
ュ
ケ
ク
近
郊
の
橋
の
視

察
へ
。「
こ
こ
に
ひ
び
が
入
っ
て
い
て

危
な
い
で
す
ね
」。
そ
う
指
摘
す
る
の

は
橋
梁
管
理
を
専
門
と
す
る
北
村
隆
理

専
門
家
（
建
設
技
研
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
）。「
皆
さ
ん
は
こ
れ
を
見
て
、
ど

う
対
処
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
か
？
」。

北
村
専
門
家
が
そ
う
問
い
掛
け
る
と
、

「
修
理
に
は
お
金
が
か
か
る
。
優
先
順

位
は
低
い
」
と
い
う
意
見
が
ほ
と
ん
ど

だ
っ
た
。
確
か
に
、
全
て
の
橋
を
修
理

し
て
い
て
は
予
算
が
足
り
な
い
。「
こ

の
程
度
の
損
傷
に
な
る
と
、
日
本
で
は

確
実
に
修
理
し
ま
す
。
で
も
こ
こ
は
日

本
で
は
な
い
。
必
要
な
技
術
と
情
報
を

共
有
し
た
上
で
、
最
終
的
に
判
断
す
る

の
は
キ
ル
ギ
ス
の
人
た
ち
で
す
」
と
溝

田
専
門
家
。
南
ス
ー
ダ
ン
や
フ
ィ
リ
ピ

ン
な
ど
、
世
界
各
地
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

を
支
援
し
て
き
た
熟
練
の
経
験
か
ら
生

み
出
さ
れ
た
教
訓
だ
。

　
ト
ン
ネ
ル
も
そ
う
、
橋
も
そ
う
。
キ

ル
ギ
ス
で
は
〝
壊
れ
た
ら
直
す
〞。
日

本
の
よ
う
に
〝
前
も
っ
て
〞
の
防
災
の

意
識
は
乏
し
い
。
し
か
し
何
か
あ
っ
て

か
ら
で
は
遅
い
。
日
本
か
ら
来
た
イ
ン

フ
ラ
整
備
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
た
ち
か

ら
そ
れ
を
感
じ
取
り
な
が
ら
、
現
地
の

技
術
者
た
ち
は
今
す
べ
き
こ
と
を
模
索

し
て
い
る
。

　
キ
ル
ギ
ス
国
内
の
道
路
網
は
、
約
３

万
４
０
０
０
キ
ロ
。
約
１
７
０
０
の
橋

が
架
け
ら
れ
、
５
つ
の
ト
ン
ネ
ル
が
通

老
朽
化
し
た
イ
ン
フ
ラ
が

危
な
い

冬
の
雪
に
耐
え
得
る

強
い
道
路
を
造
る

イ
ン
フ
ラ
の

専
門
家
を
育
て
る

日
本
人
専
門
家
と

共
に
歩
む

特集 中央アジア
開かれた地域へ

っ
て
い
る
。
そ
の
数
字
だ
け
見
て
も
、

こ
れ
ら
全
て
の
安
全
性
を
維
持
し
て
い

く
の
は
、
そ
う
簡
単
で
は
な
い
こ
と
が

分
か
る
。
し
か
し
、
日
本
か
ら
田
中
専

門
家
ら
の
活
動
を
支
え
る
大
橋
さ
ん

は
、「
私
が
い
た
３
年
間
、
何
度
も
議

論
を
重
ね
て
進
め
て
い
た
こ
と
が
、
一

つ
一
つ
形
に
な
っ
て
き
て
い
る
実
感
が

あ
り
ま
す
」
と
話
す
。
そ
の
思
い
を
受

け
継
ぎ
、
奮
闘
を
続
け
て
い
る
田
中
専

門
家
も
「
対
応
す
べ
き
課
題
は
ま
だ
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
政
府
の
人
た
ち

と
共
に
国
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
い
る
こ

と
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
」
と
意
気

込
む
。

　
こ
れ
ま
で
20
年
近
く
、
日
本
と
の
協

力
を
担
当
し
て
き
た
投
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
実
施
局
の
ク
バ
ニ
チ
ベ
ッ
ク
・
マ
マ

エ
フ
局
長
は
、
新
た
な
挑
戦
を
す
る
時

期
だ
と
考
え
て
い
る
。「
何
よ
り
も
、

資
金
確
保
は
最
優
先
課
題
の
一
つ
。
有

料
道
路
の
設
置
な
ど
を
検
討
し
て
い
き

た
い
」
と
意
欲
を
燃
や
し
て
い
る
。「
私

た
ち
と
一
緒
に
悩
み
、
行
動
し
て
く
れ

る
日
本
人
専
門
家
は
頼
も
し
い
。
彼
ら

か
ら
学
び
な
が
ら
、
キ
ル
ギ
ス
で
も
若

手
の
技
術
者
を
育
て
て
い
き
た
い
」。Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
作
っ
た
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
、
土
木

や
建
築
を
学
ぶ
地
元
の
大
学
で
も
活
用

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
そ
ん
な
現
場
の
人
た
ち
の
情
熱
が
、

道
路
を
通
じ
て
、
国
と
人
を
つ
な
い
で

い
く
の
だ
。

キルギス南北をつなぐビシュケク・
オシュ道路。険しい山を切り開い
たため、夏は落石、冬は地吹雪や
雪崩などの被害が深刻だ

羊の群れの通過で大渋滞が起こることもある

標高3,000メートル地点に
あるトンネル。物資を運ぶ大
型トラックの通行が多かった

ビシュケク・オシュ道路で現
場を管理する技術者たちと、
道路状況について確認する
田中専門家（左から3人目）
と溝田専門家（左端）

特集 中央アジア
開かれた地域へ

橋桁の下に入り、破損状況について
確認する北村専門家（右）。「彼ら自身
の維持管理方法を見つけてほしい」

Kyrgyz

from
キルギス

現地調査の後は、そこで得た情報をデータベースに落とし込む。
必要な情報にすぐにアクセスできるシステムづくりを進めている

大橋さんの提案を受けて建設されたアスファルト工場。アスファルトは冷めると工事がで
きなくなる。工場を建てることで、周辺地域での作業をスムーズに行えるようになった

溝田専門家（左奥）、廣井専門家（右）らの指導
の下、インフラ整備の維持管理に必要なマニュ
アルをロシア語と英語で作成した

ビシュケク

日本の協力で2011年に整備されたビシュケク近郊の橋。両国の国旗は友好の証しだ

1996年に初めて日本での研修に参加したママエフ局長。
「インフラをうまく機能させるためには法整備も重要だと学
び、帰国後に取り組みを進めました」

ビシュケク・オシュ道路沿いに暮らす
遊牧民の家族。彼らが暮らすユルタ
と呼ばれるテントは、夏の暑さ、冬の
寒さに強い構造だ

国
と
人
を
つ
な
ぐ
道

中
央
ア
ジ
ア
の
内
陸
国
キ
ル
ギ
ス
。

ヒ
ト
・
モ
ノ
の
移
動
は
陸
路
に
依
存
し
て
い
る
が
、

地
形
や
気
候
条
件
に
阻
ま
れ
、
道
路
事
情
は
良
い
と
は
い
え
な
い
。

そ
の
状
況
を
改
善
す
べ
く
、
日
本
の
技
術
が
結
集
し
た

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
協
力
現
場
を
取
材
し
た
。

写
真
＝
鈴
木
革（
写
真
家
）

オシュ

※地面に降り積もった雪が強風によって空中に吹き上げられる現象。 August 2014                       0809　                   August 2014
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